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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムアンテナの給電端子に電気的接続する給電装置であって、導電ケーブルを電気
的接続したスプリングコネクタをインサートして、プランジャの先端を取付面より突出さ
せて取付部材を絶縁樹脂で成形し、前記プランジャの先端を半球状であるとともに前記半
球状の半径を前記フィルムアンテナの厚さの少なくとも３．５倍以上に設定し、前記プラ
ンジャの先端に前記給電端子を対向させた状態において前記取付面の前記フィルムアンテ
ナが対応しない部分に、前記フィルムアンテナよりも厚い両面テープを貼着し、前記両面
テープで前記取付部材を窓ガラスに貼着し、前記フィルムアンテナの給電部分を前記窓ガ
ラスに貼着されない構造とし、前記両面テープが設けられていない前記取付面と前記窓ガ
ラスの隙間に前記フィルムアンテナの前記給電部分を差し込んで、前記給電端子に前記プ
ランジャを当接させるように構成したことを特徴とするフィルムアンテナ用給電装置。
【請求項２】
　フィルムアンテナの給電端子に電気的接続する給電装置であって、導電ケーブルを電気
的接続したスプリングコネクタをインサートして、プランジャの先端を取付面より突出さ
せて取付部材を絶縁樹脂で成形し、前記プランジャの先端を円錐状であるとともに前記円
錐状の軸方向寸法を前記フィルムアンテナの厚さより長く設定し、前記プランジャの先端
に前記給電端子を対向させた状態において前記取付面の前記フィルムアンテナが対応しな
い部分に、前記フィルムアンテナよりも厚い両面テープを貼着し、前記両面テープで前記
取付部材を窓ガラスに貼着し、前記フィルムアンテナの給電部分を前記窓ガラスに貼着さ
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れない構造とし、前記両面テープが設けられていない前記取付面と前記窓ガラスの隙間に
前記フィルムアンテナの前記給電部分を差し込んで、前記給電端子に前記プランジャを当
接させるように構成したことを特徴とするフィルムアンテナ用給電装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のフィルムアンテナ用給電装置において、前記プランジャの先端
に前記給電端子を対向させた状態で、前記取付面で、前記プランジャの先端の突出部分を
含む一隅の略矩形状に、前記フィルムアンテナの給電部分が対応するようになし、前記フ
ィルムアンテナが対応しない部分の前記取付面に略Ｌ字状に前記両面テープを貼設して構
成したことを特徴とするフィルムアンテナ用給電装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、車のリアガラスやフロントガラスなどの窓ガラスに貼設されるフィルムアン
テナの給電端子に電気的接続するフィルムアンテナ用給電装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　フィルムアンテナ用給電装置の一例が、特開２０００－１９６３２７号公報に示されて
いる。この従来技術を簡単に説明する。接触子としての湾曲状の板バネの基端部が配設基
板に接続固定され、この配線基板が接触子を突出させてケースに収容保持される。そして
、接触子の突出部分を除くケースの取付面に、両面テープが貼着される。かかる構成で、
フィルムアンテナの給電端子に接触子を弾接させた状態で、窓ガラスにケースが両面テー
プで貼着される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上記従来技術にあっては、接触子として板バネを用いるために、フィルムアンテナ用給
電端子に対する接触圧力が安定しない。また、板バネの弾性変形を確実に許容するために
は、従来技術のごとくケースに収容する構造が簡単であるが、全体として小型に製造し難
い。そこで、ケースに代えて、板バネをインサートして一体成形することを考えた場合に
、板バネの弾性変形を考慮した金型が複雑となり、安価に製造がなし得ない。
【０００４】
　ここで、フィルムアンテナ用給電装置は窓ガラスに両面テープで貼着されて固定される
ものであり、固定のための機械的強度が大であるとは言い難い。そこで、フィルムアンテ
ナ用給電装置が大型で重量が大であるほど、車の事故などによる衝撃で固定が外れて不測
の事態を生じる虞がある。かかる理由から、フィルムアンテナ用給電装置をより小型軽量
化することが望ましい。
【０００５】
　本発明は、上述のごとき事情に鑑みてなされたもので、容易に小型軽量化することので
きるフィルムアンテナ用給電装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するために、本発明のフィルムアンテナ用給電装置は、フィルムアン
テナの給電端子に電気的接続する給電装置であって、導電ケーブルを電気的接続したスプ
リングコネクタをインサートして、プランジャの先端を取付面より突出させて取付部材を
絶縁樹脂で成形し、前記プランジャの先端を半球状であるとともに前記半球状の半径を前
記フィルムアンテナの厚さの少なくとも３．５倍以上に設定し、前記プランジャの先端に
前記給電端子を対向させた状態において前記取付面の前記フィルムアンテナが対応しない
部分に、前記フィルムアンテナよりも厚い両面テープを貼着し、前記両面テープで前記取
付部材を窓ガラスに貼着し、前記フィルムアンテナの給電部分を前記窓ガラスに貼着され
ない構造とし、前記両面テープが設けられていない前記取付面と前記窓ガラスの隙間に前
記フィルムアンテナの前記給電部分を差し込んで、前記給電端子に前記プランジャを当接
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【０００７】
　また、フィルムアンテナの給電端子に電気的接続する給電装置であって、導電ケーブル
を電気的接続したスプリングコネクタをインサートして、プランジャの先端を取付面より
突出させて取付部材を絶縁樹脂で成形し、前記プランジャの先端を円錐状であるとともに
前記円錐状の軸方向寸法を前記フィルムアンテナの厚さより長く設定し、前記プランジャ
の先端に前記給電端子を対向させた状態において前記取付面の前記フィルムアンテナが対
応しない部分に、前記フィルムアンテナよりも厚い両面テープを貼着し、前記両面テープ
で前記取付部材を窓ガラスに貼着し、前記フィルムアンテナの給電部分を前記窓ガラスに
貼着されない構造とし、前記両面テープが設けられていない前記取付面と前記窓ガラスの
隙間に前記フィルムアンテナの前記給電部分を差し込んで、前記給電端子に前記プランジ
ャを当接させるように構成しても良い。
【０００８】
　さらに、前記プランジャの先端に前記給電端子を対向させた状態で、前記取付面で、前
記プランジャの先端の突出部分を含む一隅の略矩形状に、前記フィルムアンテナの給電部
分が対応するようになし、前記フィルムアンテナが対応しない部分の前記取付面に略Ｌ字
状に前記両面テープを貼設して構成することもできる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の第１実施例を図１ないし図７を参照して説明する。図１は、本発明のフ
ィルムアンテナ用給電装置の外観図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図、（ｃ）は
底面図、（ｄ）は右側面図、（ｅ）は左側面図である。図２は、図１は（ａ）のＡ－Ａ断
面矢視拡大図である。図３は、フィルムアンテナの給電部分に本発明のフィルムアンテナ
用給電装置を配設した平面図である。図４は、フィルムアンテナの給電端子にスプリング
コネクタを弾接した状態の本発明のフィルムアンテナ用給電装置の縦断面拡大図である。
図５は、図４のＢ－Ｂ断面矢視図である。図６は、プランジャの先端の半球状とフィルム
アンテナの厚さを示す図である。図７は、プランジャの先端の変形例の円錐状とフィルム
アンテナの厚さを示す図である。
【００１０】
　まず、導電チューブの一端からプランジャ１０ａの先端が軸方向に移動自在に突出する
スプリングコネクタ１０の導電チューブの他端部に、導電ケーブル１２の導電線が半田付
けなどにより適宜に電気的接続されるとともに固定される。この導電ケーブル１２が電気
的接続されたスプリングコネクタ１０が、金型にインサートされて絶縁樹脂により取付部
材１４が一体成形される。なお、プランジャ１０ａの先端が、取付部材１４の取付面１４
ａより若干突出した状態に形成される。
【００１１】
　この取付部材１４のインサート成形において、スプリングコネクタ１０の導電チューブ
のプランジャ１０ａ側の先端部分を金型の凹孔に挿入するとともに導電チューブの他端側
を適宜に押圧することで、金型に対してスプリングコネクタ１０を容易に位置決めできる
。しかも、導電チューブから突出するプランジャ１０ａの突出部が、金型の凹孔で保護さ
れ、成形樹脂の侵入により移動が阻害されるようなことがない。もって、取付部材１４を
成形するための金型の構造が比較的に簡単であり、安価に取付部材１４を成形することが
できる。
【００１２】
　さらに、取付部材１４の取付面１４ａで、プランジャ１０ａの突出部分を含む一隅の略
矩形状を除いて、略Ｌ字状に両面テープ１６が貼着される。この両面テープ１６の厚さは
、剥離シール１６ａを剥がした状態で、フィルムアンテナ１８よりも厚く設定される。そ
して、図３および図５に示すごとく、フィルムアンテナ１８の給電端子１８ａにプランジ
ャ１０ａの先端を弾接させて取付部材１４を窓ガラス２０に配設すると、両面テープ１６
の略Ｌ字状の切り欠きにフィルムアンテナ１８の給電部分の直交する２辺が対応するよう
に形成される。
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【００１３】
　かかる構成において、図５に示すごとく、窓ガラス２０に適宜に貼着されたフィルムア
ンテナ１８の給電部分の給電端子１８ａに、プランジャ１０ａの先端を弾接させるように
して、両面テープ１６で取付部材１４を窓ガラス２０に貼着固定させるならば、フィルム
アンテナ１８の給電端子１８ａは、スプリングコネクタ１０および導電ケーブル１２を介
して適宜なアンテナ回路に電気的接続され得る。なお、取付部材１４の貼着にあっては、
フィルムアンテナ１８の給電部分の一隅の直交する２辺に、両面テープ１８の略Ｌ字状の
切り欠きを対応させるための目標として、取付部材１４の側面に目印用の突起１４ｂが設
けられている。この取付部材１４が貼着された状態で、プランジャ１０ａが給電端子１８
ａに当接して弾力に抗して少しチューブ内に引き込まされた状態にあり、この弾力が所定
の圧力となるようにスプリングコネクタ１０のスプリングが設定されることで、所望の小
さな接触抵抗値が得られる。なお、両面テープ１６がフィルムアンテナ１８より厚いため
に、取付部材１４の貼着が窓ガラス２０から浮き上がるようなことがなく、確実に貼着が
なし得る。
【００１４】
　ところで、フィルムアンテナ１８の給電部分が、窓ガラス２０に貼着されない構造なら
ば、給電部分を窓ガラス２０に添ってずらすことができる。そこで、図６のごとく、プラ
ンジャ１０ａの先端を半球状とし、その半径Ｒをフィルムアンテナ１８の厚さｔよりもか
なり大きくすることで、窓ガラス２０に予め取付部材１４を両面テープ１６で貼着した状
態で取付面１４ａと窓ガラス２０との隙間に、フィルムアンテナ１８の給電部分を差し込
み、プランジャ１０ａの先端の半球状によるくさび効果でプランジャ１０ａを押し上げて
差し込みを許容させて、給電端子１８ａにプランジャ１０ａを当接する位置とすることが
できる。そして、両面テープ１６の略Ｌ字状の切り欠きに、フィルムアンテナ１８の給電
部分の直交する２辺が当接するまで差し込んで、取付部材１４に対する位置決めとして作
用させることができる。発明者らの実験によれば、フィルムアンテナ１８の差し込みより
、プランジャ１０ａを押し上げるように軸方向に作用する力が軸方向と直交方向に作用す
る力より大きければ、プランジャ１０ａを弾力に抗して押し上げてフィルムアンテナ１８
の差し込みが可能であった。そこで、フィルムアンテナ１８の厚さｔに対して、プランジ
ャ１０ａの先端の半球状の半径Ｒが約３．５倍以上であれば良い。
【００１５】
　さらに、フィルムアンテナ１８の差し込みによるくさび効果でプランジャ１０ａを押し
上げるために変形例として、図７に示すごとく、プランジャ１０ａの先端を略円錐状とし
たものであっても良い。この略円錐状の軸方向の寸法ｄがフィルムアンテナ１８の厚さｔ
よりも大であれば良い。
【００１６】
　なお、上記実施例ではスプリングコネクタ１０の導電チューブに対して導電ケーブル１
２を半田付けするように説明したが、適宜なカシメによりスプリングコネクタ１０の導電
チューブに導電ケーブル１２を電気的接続させても良い。また、取付部材１４の取付面１
４ａに貼着される両面テープ１６は、略Ｌ字状に限られず、プランジャ１０ａの先端が突
出する部分と両面テープ１６が貼着された部分とが直線で区分されても良い。さらに、取
付部材１４の取付面１４ａに、プランジャ１０ａが突出する部分と段差で区分されて、両
面テープ１６が貼着される略Ｌ字状に対応した部分が形成されても良い。かかる場合には
、この段差と両面テープ１６の合計の厚さが、フィルムアンテナ１８より大きくなるよう
に形成されれば良い。
【００１７】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明のフィルムアンテナ用給電装置は構成されているので、以
下のごとき格別な作用効果を奏する。
【００１８】
　請求項１および請求項２記載のいずれのフィルムアンテナ用給電装置にあっても、導電
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ケーブルを電気的接続されたスプリングコネクタをインサートして取付部材を成形するの
で、小型かつ軽量に構成できる。しかも、成形金型の構造が簡単であって、安価に製造す
ることができる。また、プランジャの先端が給電端子に対向した状態で、フイルムアンテ
ナが対応しない取付部材の取付面の部分に、フイルムアンテナより厚い両面テープを貼着
したので、取付部材を窓ガラスに両面テープで直接貼着することができ、本発明の給電装
置を機械的に強固に固定することができる。そして、フィルムアンテナの給電部分を窓ガ
ラスに貼着されない構造として窓ガラスに添ってずらすことができるようにし、窓ガラス
に両面テープで予め貼着された取付部材のプランジャが突出する部分の取付面と窓ガラス
との隙間にフィルムアンテナの給電部分を差し込み、くさび効果でプランジャを弾力に抗
して押し上げて差し込みを許容させて、プランジャを給電端子に弾接させることができる
。フィルムアンテナの交換の際に窓ガラスに予め貼着された取付部材を活用でき、有益で
ある。
【００１９】
　請求項３記載のフィルムアンテナ用給電装置にあっては、取付装置の取付面に略Ｌ字状
に両面テープを貼設するので、この略Ｌ字状の切り欠きをフィルムアンテナの給電部分の
隅に一致させて、双方を容易に位置決めすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のフィルムアンテナ用給電装置の外観図であり、（ａ）は平面図、（ｂ
）は正面図、（ｃ）は底面図、（ｄ）は右側面図、（ｅ）は左側面図である。
【図２】　図１は（ａ）のＡ－Ａ断面矢視拡大図である。
【図３】　フィルムアンテナの給電部分に本発明のフィルムアンテナ用給電装置を配設し
た平面図である。
【図４】　フィルムアンテナの給電端子にスプリングコネクタを弾接した状態の本発明の
フィルムアンテナ用給電装置の縦断面拡大図である。
【図５】　図４のＢ－Ｂ断面矢視図である。
【図６】　プランジャの先端の半球状とフィルムアンテナの厚さを示す図である。
【図７】　プランジャの先端の変形例の円錐状とフィルムアンテナの厚さを示す図である
。
【符号の説明】
　１０　スプリングコネクタ
　１０ａ　プランジャ
　１２　導電ケーブル
　１４　取付部材
　１４ａ　取付面
　１４ｂ　目印用の突起
　１６　両面テープ
　１８　フィルムアンテナ
　１８ａ　給電端子
　２０　窓ガラス
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